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市政だより
人 口の動き 法 律相蹟日

~.l，.~ 
7月1日現在前月比 E月刊自{木〉

‘ 
人口軒目t.刷1+212 

由時細分-15時
男 29.651 +1&8 

女 31，950 + 44 市役所市民欄験室

世帯数16.593+ 19 お質軽にどうぞ
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毎月 18・15臼発行 発行戸商/大村市役所編集 人 /総務課長 立石直餅 岡市li!i/九州凸阪線式会社
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川
川

，je
い山
川

期

日
ま
で
調
査
を
う
け
な
か
っ

古
川

た
人
は
調
査
員

(
町
務
連
絡
員
及

τ

川

び

補

助

員

)
か
出
張
所
、
市
民
課

}
川
・
《
一お
た
ず
ね
下
さ
い
。
巴

ι…川
調
査
賓
~r

え

川

一

町
務
連
が
員
及
び
補
助
員

，

同
月
川
一

28
門

調
査
対
象

ーヰ
寸

川

川

町

bz

~

駒

川

一
二
ふ
八
月
二
十
日
現
在
で
以
入
村
市
に

蜘山
一
…ぜ
況
が
令
官
、
下
「
調

明

日
t

査
の
対
'象
化
t

な
り
ま
す
。

;-{2')' 

住
民
の
実
態
調
査

査

口貝

-r
わ)

協

力

下

さ

U 、

八
月
二
寸
日
現
者
で
、
住
民
の

宗
態
調
査
を
全
市
い
っ
せ
い
に
行

い
ま
す
。

ア

を

乙
の
調
査
は
、
住
民
の
実
態
を

正
確
に
は
埋
し
‘

住
民
基
本
台
帳

の
整
備
を
訂
う
な
ど
の
目
的
を
も

っ
た
大
切
な
も
の
で
式
。

載 と
さ市も
れ民し
な 〉課
いの乙
乙、往の
と民調
l乙基 、査
な本 ，Iζ 
勺台も
ま帳れ
す:Iζ ま
。登す

。
A 
7 

月

調
査
期
日

八
月
二
十
日

t
二
十
九
日

調
査
方
法

調
査
員
が
現
在
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
載
し
て
い
る
人
を
あ
ら

か
じ
め
記
入
し
た
住
民
実
態
調

を査
回カ
り l
ま 、ド
す .を
。も

・っ
て

各
世
帯

及
びそ
世の
帯と
人き
員 に
の住
氏 B 所
名

世
生帯
年主

本月
市 、日
iと
居性
住別
し
た 続
年柄
月
日
な
ど

本
籍

おお
答 た
えず
下ね
さ' し
いま
。す

の
で
正
確
l乙

特
に
電
算
導
入
に
伴
い
、
氏

タ名
カの
ナ [
で読
記 み
入'方
調」

査 は
を正
いし
fこい
しカ

と 、ま
内、なす
容 お
を調
確査
認 員
じが
て 記
下入
さし
いた
。 あ

の

納

税

!ま

の子で

大村を

したちわたく

美 レミし

8月22日市民大清掃デー

梅
雨
が
あ
け
て
、
ま
わ
り
の
雑

草
が
ま
す
ま
す
繁
茂
し
て
い
ま
す

昨
年
は
、
二
万
二
千
人
に
の
ぼ

る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
乙
の
大

清
掃
運
動
に
協
力
し、

汗
を
流
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
八
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
八
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
家
庭
の
ま
わ
り

三
十
分
間
清
掃
を
し
ま
し

ょ
う
。

町
内
の
公
民
館
、
遊
園
地
の
周

囲
や
み
ぞ
な
ど
は
町
内
会
で
協
力

し
て
き
れ
い
に
し
ま

L
ょ
う
。

官
公
庁
や
事
業
所
な
ど
で
も
独

自
の
計
画
で
結
構
で
す
。

清
掃
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

，
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
撲
減
し
よ
う

/

あ
ち
こ
ち
の
空
き
地
や
道
路
沿

い
に
も
た
く
さ
ん
の
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ツ
ウ
が
繁
茂
し
て
い
ま
す

‘
近
所
の
空
き
地
な
ど
の
繁
茂
し

た
と
'乙
ろ
は
地
主
さ
ん
に
刈
り
取

っ
て
も
ら
う
よ
う
町
内
で
す
す
め

て
下
さ
い
。

三
四
号
国
道
か
ら
箕
島
大
橋
に

至
る
沿
道
の
雑
草
除
去
に
は
、

当

日
青
年
会
議
所
、
市
青
年
団
、
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
.
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
な
ど
の
人
々
が
刈
り
取
り

奉
仕
作
業
を
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

沿
道
の
住
民
の
み
な
さ
ん
も
ど
協

力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

環

境

つ-回柄

、ー

を乙
ヲ，と ゴ
く を ミ
り 励の
ま行出
ししし
ょ 、方
う きに
。れつ

いい
なて
環次
境の

市

民

県

税

り

は

み

処

理

カ=

。
残
飯
、
す
い
か
の
皮
、
野
菜
く

ず
な
ど
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は

水
切
り
を
よ
く
し
て
ビ
ニ
ー
ル

第

期

て

す

2 

袋

(
不
用
の
袋
を
利
用
す
る
な

ど
)
に
入
れ
て
出
す
よ
・
つ
に
し

斗ま
I
U

よ，っ。

O
ご
み
容
器
は
収
集
後
、
水
洗
い

を
し
て
下
さ
い
。

ご
み
容
器
に
は
直
接
ご
み
を
入

れ
な
い
で
、
袋
に
入
れ
て
か
ら

ご
み
容
器
に
入
れ
る
よ
う
に
し

て
清
潔
な
取
扱
い
を
し
て
下
さ

O
ス
プ
レ
ー
の
空
き
缶
は
爆
発
に

よ
り
焼
却
炉
が
破
損
し
ま
す
の

で
一
般
ご
み
の
中
に
は
絶
対
に

入
れ
な
い
で
下
さ
い
。

持
ち
出
す
場
合
は
必
ず
穴
を
あ

け
て
不
燃
物
集
積
所
に
出
し
て

下
さ
い
。

O
不
燃
物
収
集
日
は
各
町
内
ご
と

り

清
掃
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る

竹
松
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
収
集
日
の
前
日
に
指
定
の

集
積
所
へ
出
す
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

た
び
た
び
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
収
集
が
す
ん
だ

翌
日
か
ら
持
ち
出
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
お
互
い
約
束
ご
と

は
守
っ
て
美
し
く
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い
よ

，つに
。

み
だ
り
に
あ
き
地
、
河
川、

山
林
.
公
共
の
場
所
、
地
先
海

面
な
ど
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
と

五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
な
い
よ
う

特
に
ど
、
協
力
下
さ
い
。

不
燃
物
を
釜
川
内
埋
立

処
分
地
に
運
搬
す
る
方
へ

積
荷
か
落
下
し
た
り
‘

飛
び
散

っ
た
り
し
て
地
元
住
民
に
大
変
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

必
ず
お
お
い
を
か
ぶ
せ
て
運
行

し
て
下
さ
い
。

釜
川
内
埋
立
処
分
地
は
夜
間
及

び
日
曜
日
は
閉
鎖
し
て
い
ま
す
の

で
運
識
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
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。
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

8
月
給
日

非
行
事
故
の
な
い

夏

休

を

み

少

年

セ

ン

タ

子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り
、

海
や
山
、
プ
ー
ル
な
ど
楽
し
い
日

を
過
し
て
い
ま
す
が
、
「
休
み
」

と
い
う
解
放
感
か
ら
行
動
が
大
胆

に
な
っ
て
お
り
、
非
行
事
故
が
起

り
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

す
で
に
学
校
で
は
、
夏
休
み
中

の
生
活
指
導
は
十
分
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
生
活
の
中

心
が
家
庭
と
地
域
に
な
り
ま
す
の

で
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で

の
大
人
の
指
導
が
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
す
乙
と
に
な
り
ま
す
。

そ
乙
で
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り

が
子
供
た
ち
に
目
を
向
け
て
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
非
行
事
故
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り

な
い
夏
休
み
に
し
た
い
も
の
で
す

一
、
外
出
に
つ
い
て

ム
午
前
十
時

t
午
後
六
時
(
高

校
八
時
)
を
外
出
時
間
の
め

や
す
と
し
て
指
導
す
る
。

(
夜
間
は
外
出
禁
止
)

二
、
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ム
必
ず
家
庭
、
学
校
へ
連
絡
し

大
人
の
責
任
者
が
同
行
す
る

三
、
自
転
車
に
つ
い
て

ム
必
ず
登
録
し
、
整
備
し
て
体

に
合
せ
て
乗
る
。

八
心
低
学
年
は
家
の
近
く
か
広
場

で
乗
り
、
高
学
年
は
校
区
内

で
乗
る
よ
う
指
導
す
る
。

ム
二
人
乗
り
や
交
通
違
反
者
に

は
声
を
か
け
注
意
す
る
。

F
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142'a
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-
1J'
J4
、，ご':'‘、
J-t
，，‘ょ一一、
2'teJ
‘、，
re:
，‘、‘:，，，‘こ:、，
''tJ
‘、，
r':'
也、
-Je
，a，‘
tJ-
、，，~:、‘、
aJ
，-

…

鵜

柑

許

可

》

健

全

な

精

神

と

体

力

づ

く

り

に

一

ケ

議

欄

綿

1弘
三
制
調
躍
醗
轟
藍
廻
薗

一

一

繍

鰹

験

鎚

欝

オ

リ

エ

ン

テ

i
リ

ン

ゲ

大

会

~

、
J

川
純
一
鞭
瀦
絞
断
齢
誠
鱒
翻
輔
輔

v

伊

織

繍

繍

闘

機

騒

瀬

鱗

七

月

十

八

日

勤

労

青

少

年

ホ

l

会

を

実

施

し

ま

し

た

。

明

ハ
勝
機
購
鰐
蹴
船
齢
関
繍
繍
繍
醐
欄
ム
開
館
五
周
年
記
念
及
び
勤
労
青
競
技
は
各
職
場
か
ら
集
っ
た
男
A

融
髄
醸
臨
圃
温
調
醸
髄
輔
額
欄
少
年
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
、
一
人
女
三
人
の
グ
ル
ー
プ
で
地
図
相

醐
輔
開
館
繊
蹴
噛
臨
鵬
醐
鱒
鱗
市
主
催
で
市
内
に
働
く
勤
労
青
少
と
磁
石
を
頼
り
に
全
員
健
斗
し
、

J

鑓
錨
顕
欝
錨
艶
欝
繍
劉
轄
麓
欝
年
二
百
五
十
人
が
参
加
し
、
野
岳
落
ど
者
も
な
く
最
後
ま
で
楽
し
く
ハ

~
ス
タ
ー
ト
を
泊
子
で
送

.る
湖
畔
で
オ
リ
エ
ン
テ
!
リ
ン
グ
大
有
意
義
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。
~

市
長

ιト
ッ
プ
ゲ
ル
l
フ

向。
r

J

J
〉、，
td
，，t
f
'
a
r
t
f
J
e
a
-
-
‘、
B
i
t
-
-
e
e
r
J
〉
3
1
B
1
1
〈
-
z
r
'
J
〉
3
う
三
一
〈
f
r
e
f
〉
3
‘、
f
，〈
;
J
J
W

6 4 
時時

か
ら

竹
松
駅
前
遊
園
地

ム
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
家
庭
の
許

可
を
得
て
、
大
人
の
責
任
者

が
同
行
す
る
。

四
、
水
泳
に
つ
い
て

ム
川
や
海
で
の
水
泳
は
、
許
可

さ
れ
た
場
所
に
限
ら
れ
、
大

人
の
監
視
が
必
要
で
す
。

五
、
花
火
遊
び
に
つ
い
て

ム
安
全
な
花
火
を
、
安
全
な
場

所
で
行
う
。

ム
爆
竹
は
危
険
で
あ
り
、
迷
惑

を
か
け
る
の
で
さ
せ
な
い
。

六
、
前
険
個
所
に
つ
い
て

ム
古
井
戸
、
た
め
池
.
川
、

海

な
ど
危
険
な
所
は
、
安
全
な

処
置
を
す
る
配
慮
が
必
要
で

す。

七
、
魚
つ
り
に
つ
い
て

ム
つ
り
に
行
く
時
は
、
二
人
以

上
で
行
く
乙
と
。

ま
た
外
出
時
間
外
(
早
朝
、

夜
間
)
に
行
く
時
は
必
ず
保

護
者
が
同
行
す
る
。

以
上
の
ほ
か
で
も
「
危
険
な
遊

び
」
や
「
非
行
行
為
」
を
発
見
し

た
ら
ご
声
か
け
て
」
注
意
し
、

連
絡
が
必
要
で
あ
れ
ば
「
通
報
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

O
通
報
先

大
村
警
察
署
③
|
三
一
二
六

少
年
セ
ン
タ
ー
②

l
四
三
二
一

社
会
を
明
る
く
す
る
連
動

弁
論
大
会
・
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者
き
ま
る

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
青
少
年
弁
論
大
会
及
び

ポ
ス
タ
ー
展
が
七
月
十
七
日
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
の
厳
正
な
審
査
の
結
果

次
の
人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。弁
論
中
学
生
の
部

一
位

(
市
長
賞
)

た
っ
た
一
つ
の
生
命

西
大
村
中
三
年
野
口
弘
子

二
位

(
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
賞
〉

一
本
の
孫
の
手

西
大
村
中
一
年
野
口
健
司

三
位
(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
美
容
体
操

玖
島
中
三
年
田
中
勝
子

四
位
(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

感
謝
の
気
持

西
大
村
中
一
年
池
田
美
和

五
位
(
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

さ
わ
や
か
な
言
葉

玖
島
中
三
年

高
校
生
の
部

本
多
秀
子

一
位
(
議
長
賞
)

母
を
失
っ
て

大
高
(
定
時
制
)
三
年
山
下
典
子

二
位
(
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
賞
)

ほ
が
ら
か
な
る
友
に

大

高

一

年

山

口

弘

美

三
位
〈
大
村
区
保
護
司
会
賞
)

車
椅
子

向
陽
高
三
年
松
山
み
ど
り

ま
た
同
日
、
小
学
生
と
中
学
生

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
三

百
三
十
七
点
に
つ
い
て
審
査
が
行

わ
れ
、
七
十
八
点
が
入
選
(
小
学

二
十
九
点
・
中
学
四
十
九
点
)
そ

の
う
ち
小
学
生
の
部
三
点
、
中
学

生
の
部
三
点
が
特
選
と
な
り
、
次

の
人
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

小
学
生
の
部

特
選
一
位
(
議
長
賞
)

三
浦
小
六
年
堀
口
亜
由
美

特
選
二
位
(
ラ
イ
オ
ン
ズ
賞
)

三
浦
小
六
年
楠
本
茂
洋

特
選
三
位
(
保
護
司
会
賞
)

三
浦
小
六
年
山
上
と
も
子

中
学
生
の
部

特
選
一
位
(
市
長
賞
)

萱
瀬
中
一
年
溝
口
朝
子

特
選
二
位
(
ロ
ー
タ
リ
ー
賞
〉

西

中

三

年

内

海

真

弓

特
選
三
位
(
保
護
司
会
賞
)

萱
瀬
中
一
年
吉
松
小
百
合
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大
村
湾
を
美
し
く

精
霊
流
し
は
集
積
地

恒
例
の
精
霊
流
し
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
」

当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど
を
海

や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の

こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

夏の夜の祭典一一

L 納涼花火大会

大
村
市
観
光

協
会
で
は
、
恒

例
の
花
火
大
会

を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
多
数

お
で
か
け
下
さ

日

時

八

月

十

一
一
日
(
木
)

午
後
八
時
打
上

げ
開
始
。

場
所

競
艇
場

。
A 
.ブ

月

J¥  

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

精
霊
舟
な
ど
の

指
定
集
積
地

一
、
中
央
地
区
(
大
村
、
西
大
村
)

馬
場
先
農
協
有
地

二
、
郡
地
区
(
竹
松
、

福
重
、
松

前

の

埋

立

地

ん

観
覧
場
所

競
艇
場
駐
車
場

(表

~

側
)

V

駐
車
場

競
艇
場
裏
側
駐
車
場

V

(竜
神
島
側
)

山

な
お
、
当
日
は
大
変
混
雑
が
予
ハ

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
は
指
定
さ
九

れ
た
駐
車
場
に
駐
車
し
、
道
路
駐
~

車
は
や
め
て
下
さ
い
。

V

ま
た
、
打
上
げ
現
場
付
近
は
危
日

険
で
す
の
で
立
入
禁
止
区
域
に
は
の

絶
対
立
入
ら
な
い
で
下
さ
い
。

〈

の

納

税

iま

原
)

火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

三
、
鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
l
ド
下

四
、
三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

中
央
・
郡
地
区
で
の
行
事

現
地
に
祭
壇
を
設
け
、
合
同
供

養
(
午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行
い

逐
次
現
場
で
焼
却

鈴
田
・
三
浦
地
区

集
積
地
に
誘
導
、
午
後
九
時
ご

ろ
か
ら
現
場
で
焼
却

指
定
集
積
地
に

遠

い

人

適
宜
焼
却
願
い
ま
す
。

交

通

規

制

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十

時
三
十
分
ま
で
の
問
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

一
精
霊
舟
の
長
さ
こ
れ
以
上
の

も
の
は
国
道
三
四
号
線
の
歩
道

は
通
行
で
き
な
い
。

一
一
、
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場

先
波
止
の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止

但
し
路
線
パ
ス
を
除
く
。

三、

馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で

き
る
の
は
指
定
車
の
み
で
す
。

市

県

税

民

四
、
精
霊
流
し
の
現
場
に
自
動
車

で
行
く
の
は
ど
遠
慮
下
さ
い
。

そ

の

他

一
、
精
霊
舟
を
車
両
で
運
撮
す
る

と
き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

の
火
を
消
す
こ
と
。

二
、
精
霊
舟
は
長
さ
十

m
、
幅
二

-
五
仇
、
高
さ
三
・
五
汎
以

下
で
あ
る
乙
と
。

三
、
精
霊
舟
の
撮
入
は
午
後
十
時

三
十
分
ま
で
に
完
了
す
る
乙
と

い
"・・・・.・・.'・'.・・.・・.，・・.・・"白・.・・.・'"・‘・‘・.・・"・・.・・，.'..・・.・・・・‘・.・・"・，.・

精霊流しの花火

願お

....・・"・..・・.・・"・..・・.・・.'・'.・・.....・・.・・"・..・・.・・"・"・・.・・"・.........・・.・・....

事故のないお盆を

お
盆
と
と
も
に
、
精
霊
流
し
も

近
ま

っ
て
き
ま
し
た
が
、
精
霊
流

し
に
は
花
火
が
つ
き
も
の
で
す
。

夏
の
風
物
詩
を
飾
る
楽
し
い
花

火
で
す
が
、
大
火
を
ひ
き
起
し
た

第

2 

期

て.

す

り
、
ま
た
人
の
身
体
を
傷
つ
け
危

険
な
も
の
で
す
。

と
く
に
精
霊
流
し
で
は
、
宗
教

的
行
事
で
あ
る
寛
容
さ
か
ら
、
無

謀
な
行
動
に
出
る
人
が
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
花
火
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
火
薬
類
取
締
法
、
道

路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の
法

規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

も
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
乙
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
販
売
庖

一、

精
霊
舟
の
通
る
道
筋
の
屈
で

は
花
火
類
の
陳
列
販
売
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

一
一
、
矢
び
ゃ
、
爆
竹
、
投
げ
玉

、

乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の
強
い
花

火
の
販
売
は
自
粛
し
て
下
さ
い

精
霊
舟
の
コ
!
ス
に

あ
た
る
商
庖
・
住
宅
街

て

精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど

で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
を
準
備
し
て
下
さ
い

二
、
着
火
・
引
火
し
や
す
い
油
類

セ
ル
ロ
イ
ド
、
枯
れ
木
、
枯
れ

葉
、
そ
の
他
燃
え
や
す
い
物
の

陳
列
放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
に

整
理
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

三
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
居
、
そ
の

他
燃
え
や
す
い
物
を
取
扱
う
庖

で
は
花
火
な
ど
の
使
用
禁
止
の

表
示
を
し
て
下
さ
い
。

危
険
な
場
所
で
の

花
火
の
使
用
禁
止

一、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド、

監
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
居
及
び
そ

の
付
近
、
道
幅
の
狭
い
と
乙
ろ

見
物
人
、
通
行
人
が
密
集
し
雑

踏
し
て
い
る
と
乙
ろ
な
ど
で
は

矢
び
ゃ
、
爆
竹
、
投
げ
玉
、
乱

れ
玉
な
ど
の
使
用
は
絶
対
に
禁

止
し
ま
す
。

一一
、
精
霊
舟
に
は
、
責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
警
察
で
は
「
花
火
取
扱

者
」
を
指
定
し
、
何
ら
か
の
マ

ー
ク
を
つ
け
さ
せ
る
考
え
で
す

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
人
に
は
飲
酒
を
自
粛

さ
せ
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
、
酒
類
を
出
す
場
合
は
精

霊
流
し
が
終
っ
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
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。
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

8
月
何
回

ん

E
f
t
-
i
t
-
-
i
v
1JF
I川
町、
日
時
k

八
月
二
十
四
日
(
火
)

一
5

・

6

1J

.
，

一
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

司

い一

弘
時

、一
一

一
-

料

金

無

料

十

g
ehiμJar鴨川
Y
一
※
母
ヱ
れ
健
麗
手
帳
を
必
ず
持
参
し

一
せ
』
ー
札
約
湖
、
糾

γ守
て

E
ぃ。

ご
り
九
三
叡
V-1-
一ιぉ

、
現
在
~
は
し
か
、
水
ぼ

『ノ、，
U
R

epSFL
ゐ
ご
っ
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ

て
い

十
4

守

γ

'

も

山
る
お
子
さ
ん
は
、

次
回
健
診
日
に

戸

川

D
J

-

一
，

r

一

-
J

:
=
}
お
受
け
下
さ
い
。

ユ ι 圃
レ
/ 

ト
'ゲ

" 
結警

の

h

注
射
之
検
診

1
1
1
1
1
1F
U
一ど

六
月
七
日
か
ら
六
月
十
八
日
に

園

3
歳

児

健

康

診

査

か
サ
て
実
施
し
ま
し
た
レ
ン
ト
ゲ

対
泉
昭
和
四
、市

八
年
三
月
生
れ

ヅ

検

診

の
結
果
は
、
七
月
三
十
一

皮
び
四
令
ぜ
炉
問
八
月
松
町
四
七
日
ま
で
必
再
検
診
の
通
知
が
届
か

八
年

u

一軒庁
宮
れ
で
、
ま
だ
健
診

な
が
っ
た
人
は
、
『
異
常
な
し
』
で

.
を
受
け
℃
い
な
い
人
。
&

F

す
の
で
、
ご
承
知
下
ざ
い
。

一

戸
中

元

特

別

、
融

資

一

g

受

村

中

で

す

一

一

市
内
で
事
業
右
営
ん
で
が
ら

使
途
及
び
限
度
額

H

一

咋

h

れ
る
中
小
企
業
げ
方
々
が
、
中

ゴ
運
転
資
金
吾
五
十
万
円
以
内
一

一
元
位
、
必
要
な

一壮一
λ
ー
毘
…
掛
隊
済

貸
付
期
限
十
月
末
日
ま
で
一

一
な

εの
患
転
資
金
主
融
費
、

一五

利
息

年
七
・
五
M

m

~

一
一守

一よ
し
一
、一浩
一
部
一
色
円
出
必
芯

u

保
畳
一
料
年
0
・
五
Mm

一

一
匹
り
か
た
ゐ
、、
氏
一
の
と
が
り
受
伸
取
扱
金
融
機
関
大
村
信
用
組
一

一
中
で
-
芳
、
J

会

一

色

一

一

spr利
月
下
、点
」山川J

B

句

※
詳

L
く
は
、
常
商
工
観
光
課

~一

一
対
象
市
内
で
、調

一
業
種
を

一

ま

た
は
商
王
庁
舎
議
所
ハ
ブ

:
J
-

b

年
一以
上
経
営
し

τい
る
事
業
所

十

?
:
ア
ゴ
ゾ
ベ
ヲ

一

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り

園
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

す 用 児 も
.。八下汲健特

月さび康に
のい 妊 相生
目。婦談後
程 のを五
壮 一 人 受 カ
次 はけ月
の v 、てま
と 是い で
お 非なに
り どいー
で 利乳度

果

月 ;目，I時 : 間 |場 '所 | 対象

8月10日13:30-15: 00鈴田出張所 妊婦と乳幼児

8月12日193::3000~~1115::000 0 竹松出張所 乳 幼 児

8月17日13:30':"'15:00 松原出張所 妊婦と乳幼児

9:30-11: 00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

募 ー

集

園
大
村
ま
つ
り
の

出
演
団
体
を
募
集

す
一一
月
三
日
開
催
の
大
村
ま
つ

り
出
演
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
大

6 4 
時時

か
ら

竹
松
駅
前
遊
園
地

村
祭
協
賛
会
に
お
い
て
各
団
体
な

ど
に
出
演
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
乙
の
外
に
市
内
全

域
か
ら
の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま

す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
限
八
月
十
四
日
ま
で

申
込
忍
び
間
合
也
先

商
工
会
議
所
ま
た
は
市
商
工
観

光
課

な
お
、
出
演
に
つ
い
て
は
、
大

村
祭
協
賛
会
で
選
定
し
ま
す
。

悶
悶
県
美
術
展
覧
会
の

作
品
募
集

出
品
申
込
八
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
に
申
込
み
と

同
時
に
識
入

場
所
長
崎
市
立
山
町
二

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
内

第
二
十
一

回
県
展
事
務
局

時
間
午
前
十
時
I
午
後
六
時

(最
終
日
は
午
後
七
時
ま
で
)

出
品
規
定
、
そ
の
他
詳
し
く
は

実
施
要
項
が
あ
り
ま
す
の
で
市
社

会
教
育
課
へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

の;

a .~ 園町
民、新:r催

公益;:l' L. 
P号|も
今 の

宅タ
時べ

-
f
e
t，

句

---J--JE--11〈
J-J--f〉
---r
‘、r三〈-・
5J'-f〉
---rty---〈
-f-f・5・〉

V

社
会
福
祉
事
業

費

へ

広

二

着

、
ブ
レ
ザ
ー一

着
、

V

A

一

ム

表
千
家
同
門
会
大
村
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ

ツ一

着
を

ψ

ん

た

支

部

(支
部
長
田
中
ム
片
町
の
若
竹
会
は
カ
ス
夕
、
不
ん

ハ

し

翠
さ
ん
)
の
皆

さ

ん

ッ

ト
二
十
個
、
寝
巻
五
枚
、

-

f

ま

は

金

一
封

を

シ

l
ツ一

枚
を

V

、
)

L
慈

恵

荘

へ

ム

大

村

北

地

区

民

生

委

員

の

皆

〉

‘
 

一

九

ム

彼

杵

町

の

児

玉

宣

子

さ

ん

は

菓
子
五
十

四

袋

を

ゾ

(

う

さ
ん
は
高
級
、
不
ル
地
ム
桜
馬
場
町
の
南
石
油
庖
は
千

九

~

と

一

巻
を

円

を

~

v

M
ム
古
町
婦
人
会
は
レ

コ
ム
水
田
町
の
理
容
ク
リ
ー
ン
は
ザ

ん
か
の

l
ド

二

枚

、

チ

リ

紙

洗

髪

ブ

ラ

シ

十

本

を

ム

可

九

締
め
、
寝
巻
六
枚

A
武
部
郷
の
石
橋
米
作
さ
ん
は
、

何

十

寄

菓

子

五

十

五

袋

を

つ

つ

じ

苗

木

百

杢

ケ

』

ャ

~

プ

」

ム

猪
股
煙
草
居
は
菓
子
ム
鹿
児
島
県
有
明
町
役
場
民

生

~

v

一
3

百

袋

を

委

員

の

皆

さ

ん

は

二

千
円
を
叫

机

ム
第

一
印
刷
(株
)
は
背

叩

P
J
-
2
1
-zt〈
f
t
fe
t-J-〉
--z-tEra--
〈
J
J・---iz--
-t
・・2
・J
・・・
ト〉

--zi--へ

八
月
十
四
日
(
土
)

雨
天
の
場
合
は
八
月
十
日

場

所

木

場
郷
身
体
障
害
者
授

産
施
設
大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
入
所

主
催生

一
同

友
情
出
演
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

大
村
パ
ー
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

大
村
市
民
踊
愛
好
会

後

援

パ

l
ル
ジ

ユ
エ
リ
l
授
産

工
場
(
血
③
i
六
七
O
九
)

開
手
ど
も
芸
術
劇児

童

'劇

『カ
レ
下
ニ
ア
号
出
帆
す
/
」

、

臼
時

開
演

午
後
二
時

場
所

市市
内民
小会
学館
校ホ
五 l

Jレ

/¥ 

年

対
象

文
化
庁
、

県
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

出
演

劇
団
「
風
の
子
」

入
場
料

無
料

入

場

券

各
学
校
で
希
望
者
に
配

布
。
五

・
六
年
生
の
父
兄
及
び

同
教
師
、
少
年
団
体
指
導
者
で

ご
希
望
の
人
は
市
社
会
教
育
課

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

主
催
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講

習

会

り

-
人
形
劇
教
室

市政だより

自
分
で
人
形
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
使
っ
て
人
形
劇
を
楽
し
む
実
技

本
位
の
人
形
劇
講
座
で
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
乙
の
機
会

に
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
八
月
二
十
一
日

t
十
月
二

十
三
日
毎
週
土
曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分

t
四
時
三
十
分
。

十
回
。

場
所
中
央
公
民
館

対
象
人
形
劇
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
人
形
劇
よ
も
ぎ
座

福
田
武
先
生

申
込
八
月
十
五
日
ま
で
に
電
話

か
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先
久
原
郷

-一
の
一
中
央

公
民
館
皿
②
l
四
三
二
一

-
点
字
講
習
を

行
い
ま
す

盲
人
用
点
字
の
講
習
を
希
望
者

に
無
料
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
ど
連
絡
下
さ

連
絡
先

池
田
住
宅
九
区
三
六

O

大
村
市
視
力
障
害
者
協
会
事
務

局

血

③

l
三
五
四
九

講
習
日
時

毎
月
第
一
・
三
日
曜
日
午
後

一
時

t
三
時

場
所皆

同
郷
五
三
六
家
富
福
江

E
⑤
|
九
六
二
六

家
富
福
江

講
師

お

年

寄

り

の

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

最
近
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
間
の
会
合
や
外
出
は
な
る

道
路
の
歩
行
は
車
に
注
意
し
ベ
く
差
控
え
ま
し
ょ
う
。

山
横
断
歩
道
で
は
左
右
を
確
認
し

そ

の

他

-8月
刊
日

正
午
に
サ
イ
レ
ン

ー
全
国
戦
没
者
追
悼
式
i

八
月
十
五
日
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

官
公
庁
、
会
社
、
工
場
及
び
家

庭
に
お
い
て
は
半
旗
を
揚
げ
黙
と

う
を
し
、
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
追

悼
の
ま
乙
と
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

-
子
供
緑
陰
読
書

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

市
立
図
書
館
で
は
、
児
童
を
図

書
館
に
親
し
ま
せ
、

読
書
の
増
進

を
は
か
る
た
め
、
児
童
室
前
庭
の

芝
生
に
緑
陰
読
書
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
す
。

開
設
期
間
中
の
毎
週
水
曜
日
、

午
後
三
時
か
ら
紙
芝
居
、
童
話
、

読
書
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
い
子
供

の
集
い
も
行
い
ま
す
。

家
族
そ
ろ

っ
て
お
い
で
下
さ
い

開
設
期
間
八
月
中

な
お
、
夏
季
期
間
中
の
児
童
室

の
開
館
は
午
前
十
時
か
ら
で
す
。

国
行
政
相
談
日
を
開
設

行
政
相
談
委
員
は
行
政
管
理
庁

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
公
正
な
第
三

者
の
立
場
か
ら
皆
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
、
国
鉄
、

郵
政
並
び
に
電
々
・
専
売
等
の
公

社
、
そ
の
他
の
官
公
庁
の
仕
事
に

つ
い
て
の
要
望
、

苦
情
や
手
続
な

ど
は
行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

毎
月
第
二
木
曜
日
は
市
民
相
談

室
で
定
例
相
談
日
を
開
設
し
、
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時
八
月
十
二
日

午
前
九
時
l
正
午

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所

-
新
着
図
書
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館

一
般
図
書

ク
ロ
l

ニ
ン
全
集
、
高
見
順
日
記

新
異
国
叢
書
、
金
子
光
晴
全
集
、

幼
児
教
育
全
集
、
切
手
の
百
科
事

典
、
道
徳
指
導
事
典
、
九
州
沖
縄

の
生
き
も
の
た
ち
(
西
日
本
新
聞

社
編
)
九
州
の
か
た
ち
現
代
工
芸

(
辻
公
也
)
幻
花
上
下
(
瀬
戸
内

晴
美
)
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
上

下
(
佐
木
隆
三
)
禁
じ
ら
れ
た
美

徳
(
高
橋
玄
洋
)
図
解
釣
り
百
科

(飯
田
浩
)
敗
け
な
い
男
の
子
に

す
る
本
(
三
浦
雄
一
郎
)
朔
ぶ
が

如
く

(司
馬
遼
太
郎
)
女
の
足
音

(平
岩
弓
枝
)
永
井
隆
全
集

(永

井
隆
)
火
の
路
上
下
(
松
本
清
張
)

夫
を
ガ
ン
か
ら
ま
も
る
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
(
村
田
和
男
)
聡
明
な

女
は
料
理
が
う
ま
い
(
桐
島
洋
子
)

漂
流
(
吉
村
昭
)
オ
リ
エ
ン
テ
l

リ
ン
グ
入
門
(
柳
下
惇
夫
)

児
童
図
書

フ
ァ

l
ブ
ル
昆
虫
記
全
八
巻
、
少

年
少
女
世
界
の
大
探
険
全
十
二
巻

少
年
少
女
名
作
落
語
全
十
巻
、
つ

り
ば
し
わ
た
れ
(
長
崎
源
之
助
)

お
し
ら
さ
ま
(
菊
池
敬

一
)
し
ろ

い
セ
ー
タ
ー
の
お
と
乙
の
子
(
杉

み
き
子
)
お
菓
子
放
浪
記
(
西
村

滋
)
ど
ん
ど
ろ
う
(
北
島
新
平
)

空
と
ぶ
自
転
車

(
ス
ミ
l
〕
セ
キ

レ
イ
の
歌

(小
笠
原
昭
)
し
ら
さ

ぎ
山
の
ク
マ
た
ち

(赤
座
憲
久
)

詩
集
小
さ
な
ぼ
く
の
家
(
野
長
瀬

正
夫
)
い
な
な
け
春
風
号

(角
田

光
男
)

読
書
会
テ
キ
ス
ト

非
色
(
有
吉
佐
和
子
)
女
の
日
時

計

(
田
辺
聖
子
)
小
説
智
恵
子
抄

(
佐
藤
春
夫
)
和
解
(
志
賀
直
哉
〉

リ
ツ
子
そ
の
死

(檀
一
雄
)
愛
と

死
(
武
者
小
路
実
篤
)

今
月
の
納
税
は

市

県

民

税

第

2
期
で
す
。

電
気
も

健
康
診
断
と
手
当
が
~

必
要
で
す

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
で
ん

も
健
康
診
断
を
受
け
た
り
、

予
防
注
射
を
し
ま
す
。

電
気
も
同
じ
乙
と
で
、
将
V

来
大
病
を
し
て
電
気
が
送
れ
~

な
い
と
大
変
で
す
。

そ
の
た
め
、
電
気
も
必
要

v

k
応
じ
、
電
気
の
通
る
道

(配
電
線
、
変
圧
器
な
ど
)

川
を
整
備
し
た
り
太
く
し
た
り
V

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
電
気
を
安
定
山

し
て
供
給
す
る
た
め
に
九
州

山

電
力
で
は
、
設
備
の
増
強
や
山

改
修
工
事
を
い
た
し
ま
す
。

停
電
を
少
く
す
る
よ
う
努
ハ

め
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
内
内

容
に
よ
っ
て
は
や
む
を
え
ず
ん

.
停
電
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ん

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
~

)一、
θ
ヴ
当
ン
山

/
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